[会社名]の木材調達方針（モデル文書）
基本理念

　業界リーダーとして、[会社名]は、天然資源を保全・保護・再生させるために、市場において影響力を積極的に発揮することを公約する。 [会社名]が木材調達方針を遂行し、環境に配慮した林産物の市場を育成することは、この公約の重要な内容である。
はじめに

　[会社名] は、世界中の森林をはじめとした環境への責任を果たすことによって、ビジネス・リーダーシップが発揮されると認識している。[会社名]は、市場において需要と供給の双方に影響を及ぼす立場にあり、森林を保全・保護・再生するという環境対策の推進に貢献する。[会社名]は、生物多様性及び生態系を保護し、人間社会に長期的な社会的・経済的利益をもたらす、責任ある林業を全面的に支援する。

　以上の目的のため、[会社名]は、ここに以下の基本方針を決定する。
基本方針

1. [会社名]は、世界中の保護価値の高い森林地域から生産された木材や紙の調達を削減し、[日付]までに停止する。

　当社は、現存するオールドグロス林の伐採や、天然林の外来種植林への転換など、保護価値の高い森林の劣化を招いている林業との関わりをやめる。

　当社は、ワイ川連合によるEndangered Forestの定義をガイドとして利用し、保護価値の高い森林やそのような森林からの木材及び紙製品を特定するために、ワイ連合メンバー（フォレスト・エシックス、天然資源保全協会、レインフォレスト・アクション・ネットワーク、グリーンピース、世界資源研究所と世界自然保護基金(WWF)アメリカ）及び世界資源研究所のグローバルフォレストウォッチプログラムに意見を求める。

2. [会社名]は、あらゆる林産物の適切かつ効率的な利用を推進する。

　当社は、森林資源の利用効率を最大にして、従業員一人あたり、生産量あたりの木材・紙の消費量を削減するよう継続的な改善を図る。

3. [会社名]は、廃材・リサイクル材で生産された製品を優先して調達する。

　当社は、廃材・リサイクル材を利用した製品の調達及びまたは販売を行なうことによって、廃材・リサイクル材で生産された製品の市場の発展を進める。

4. [会社名]は、市中回収古紙を利用し、無塩素漂白処理した製品を優先して調達する。

　当社は、市中回収古紙による再生紙を優先的に調達することによって、再生紙市場の発展を促進する。当社は、また、無塩素漂白処理した紙製品を優先する。それぞれの紙製品の種類ごとに、最小限の目標利用率を以下とおり設定し、当社はこれらの市中回収古紙利用率を絶えず向上していく計画である。
　非塗工紙（コピー用紙、封筒、ノート、付箋紙、新聞用紙、その他）：○○%

　塗工（光沢）紙：○○%

　板紙：○○%

　ティッシュ、ペーパータオル：○○%

5. [会社名]は、FSC認証林産物を優先して調達する。

　当社は、FSC認証林産物を優先的に調達し、森林認証を支持することによって、環境に配慮した製品市場の育成を促進する意向である。

6. [会社名]は、全ての供給会社に森林経営、伐採および生産に係わる法律・規則等を遵守することを要求する。

　当社は、法律を遵守しない供給会社や関連業者が、市場で利益を得ることを認めず、既存の森林保全・保護制度とその実施を支持する。

7. [会社名]は、GRI（Global Reporting Initiative）ガイドラインに基づき、この方針の進捗状況や[会社名]の環境へ影響を与える活動の詳細を記載した、年次サステナビリティー報告書を作成し、関係先に配布する。

　当社は、年次ベースで当社の環境への取組みに関する情報を提供し、当社の環境への取組みに関心のある関係者との開かれた対話と協力関係の維持に努める。
行動方針
木材調達方針の公約を達成するために、[会社名]は以下の事項を実施する：

· この取組みを実施し、進捗状況を関係者に報告するために、行動計画を策定し、実施する。

· 供給会社の林産物の調達の現状を調査し、林産物の原産地を特定するために、独立した第三者による供給会社の監査を実施する。

· 保護価値の高い森林地域からの製品の取扱いの停止、FSC認証林産物や市中回収古紙や廃材を利用した製品、他の生態学的に持続可能な代替品の利用の推進、木材原料の利用効率の向上について、目標とスケジュールを設定する。

· この取組みを継続的に改善することを確実にするために、内部のモニタリングとフィードバック・システムを設ける。

· 全ての林産物供給会社に、環境の管理と森林認証プログラムの進捗状況を詳述した年次実績報告書を提出することを求める。

· 市場の育成を促進するためのパイロット事業及び共同活動を進め、この取組みの及ぶ範囲を広げる。

（原文：http://www.forestethics.org/html/eng/545.shtml）
